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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第84期

第２四半期
連結累計期間

第85期
第２四半期
連結累計期間

第84期

会計期間
自2017年４月１日
至2017年９月30日

自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

売上高 （百万円） 21,600 20,964 43,805

経常利益 （百万円） 680 683 933

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 612 215 1,101

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 702 55 1,380

純資産額 （百万円） 11,941 12,420 12,616

総資産額 （百万円） 38,804 37,801 40,640

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 73.16 25.69 131.46

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.8 32.9 31.0

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △117 293 1,095

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 42 △509 △332

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 451 △2,952 2,808

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,786 4,725 7,836

 

回次
第84期

第２四半期
連結会計期間

第85期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自2017年７月１日
至2017年９月30日

自2018年７月１日
至2018年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 57.05 26.93

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

５．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、米国では個人消費を中心に拡大基調が続き、中国、欧州では減速がみ

られましたが、全体としては底堅く推移しました。

わが国におきましては、設備投資や個人消費が持ち直し、緩やかな回復基調で推移しました。

そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、情報通信機器需要が停滞したものの、自動車の電子

化が進展し、電子部品需要は総じて増加基調で推移しました。

こうした状況のなかで、当社グループにおきましては、拡販を図る一方、引続き生産効率の改善に努めました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、モジュール製品の生産が使用部材の調達遅れにより停滞し

たことから、売上高20,964百万円（前年同期比△2.9％）、営業利益258百万円（同△54.9％）となり、米ドル高円

安シフトに伴い為替差益397百万円を営業外収益に計上したことから、経常利益は683百万円（同＋0.4％）となり

ました。

また、米国における集団民事訴訟の和解契約締結に伴い、訴訟和解金320百万円を特別損失に計上したことか

ら、親会社株主に帰属する四半期純利益は、215百万円（同△64.9％）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①電子部品

電子部品は、抵抗器等汎用部品は総じて好調に推移したものの、モジュール製品の減少を主因に、売上高20,457

百万円（前年同期比△3.1％）、営業利益698百万円（同△33.3％）となりました。

②金型・機械設備

金型・機械設備は、金型受注がアミューズメント向けに振るわなかったものの、機械設備の売上が増加したこと

から、売上高471百万円（同＋1.7％）、営業利益29百万円（同＋552.3％）となりました。

③その他

その他は、商品仕入及び不動産業等にかかる事業であり、売上高は246百万円（前年同期比△0.9％）となり、営

業利益は56百万円（同＋13.4％）となりました。

 

(2) 財政状態の状況

当第２四半期連結会計期間末は、前連結会計年度末に比べ、売上高が当連結会計期間末にかけ増加基調となった

ことから売上債権が増加し、現預金及び消費税の還付資金を借入金の返済に充当したことなどから、総資産は

2,838百万円減少し、負債は2,641百万円減少しました。

純資産は前連結会計年度末に比べ、株主資本が、親会社株主に帰属する四半期純利益により215百万円増加し、

剰余金の配当により251百万円減少したことから、36百万円の減少となり、その他の包括利益累計額も、アジア通

貨安円高に伴う為替換算調整勘定の減少を主因に、160百万円の減少となったため、196百万円の減少となりまし

た。

キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フロー293百万円、投資活動による

キャッシュ・フロー△509百万円、財務活動によるキャッシュ・フロー△2,952百万円となり、現金及び現金同等物

の期末残高は前連結会計年度末に比べ3,110百万円減少し、4,725百万円となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。
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①基本方針の内容

わが国の資本市場においては、買収内容を判断するために必要な合理的な情報・期間や、経営陣との十分な協議

や合意形成プロセスを経ることなく、突如として一方的な大規模買付を強行するといった動きがなされる可能性も

決して否定できません。

当社株式の大規模買付行為が発生した場合に、株主の皆様が買付に応じるべきか否かを適切に判断するために必

要かつ十分な情報の提供を受けること、当社取締役会が買付者と交渉・協議を行い、あるいは株主の皆様に当社取

締役会としての代替案を提示すること等を可能とすることにより、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利

益を向上させることを基本方針としています。

②不適切な支配の防止のための取組み

イ．当社株式の大規模買付行為に関する対応策（以下、「本施策」という。）発動に係る手続きの設定

本施策は、当社株式保有割合が20％以上となる大規模買付等が行われる場合に、買付者等に対し、事前に当

該買付等に関する情報の提供を求め、当該買付等についての情報収集・検討を行う時間を確保した上で、当社

取締役会が買付者との交渉・協議を行うこと、あるいは株主の皆様に当社取締役会としての代替案を提示する

等の手続きを定めています。

ロ．取締役会の恣意的判断を排除するための独立委員会の利用

本施策の導入にあたり、取締役会の恣意的判断を排除し、株主の皆様のために、本施策の発動等の運用に際

しての実質的な判断を客観的に行う機関として、独立委員会を設置します。独立委員会は、独立性の高い当社

社外取締役、社外有識者から選任され、構成されています。

ハ．新株予約権無償割当ての利用

買付者等の行為が、当社の企業価値・株主共同の利益を損なう恐れがあると認められる場合には、当社は、

当社の取締役会決議により、買付者等による権利行使ができない新株予約権を、当社取締役会が定める一定の

日における全ての株主に対してその所有株式１株につき１個の割合で割り当てます。

ニ．本新株予約権の行使および本新株予約権の取得

本施策に従って本新株予約権の無償割当てがなされ、買付者等以外の株主の皆様により本新株予約権が行使

された場合、または当社による本新株予約権の取得と引換えに、買付者等以外の株主の皆様に対して当社株式

が交付された場合、当該買付者等の有する当社株式の議決権割合は希釈化されることになります。

③不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断

本施策は、株主共同利益を損なうものではなく、また、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではない

と考えております。

イ．株主意思が反映されていること

本施策は、定時株主総会で株主の皆様のご承認をいただいたうえで継続しております。有効期間は、2020年

６月に開催予定の定時株主総会終結の時までですが、有効期間の満了前であっても、株主総会または取締役会

の決議によって廃止または変更することができます。

ロ．取締役会の判断の客観性・合理性の確保

本施策においては、大規模買付対抗措置の発動要件を客観的かつ合理的に定めており、当社取締役会による

恣意的な判断を排除しています。また、発動の手続きとして、当社取締役会から独立した独立委員会の勧告を

最大限尊重するものと定めており、当社取締役会の恣意的な判断を排除しています。

ハ．買収防衛策に関する指針の要件を完全充足していること

本施策は、経済産業省および法務省が2005年５月27日に公表した「企業価値・株主共同の利益の確保または

向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（(a)企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原

則、(b)事前開示・株主意思の原則、(c)必要性・相当性確保の原則）を完全に充足しています。また、本施策

は企業価値研究会が2008年６月30日に公表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」に適合

しています。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費は、536百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,250,099 9,250,099
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 9,250,099 9,250,099 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2018年７月１日～

2018年９月30日
― 9,250 ― 5,200 ― 462

 

（５）【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（千株）

発行済株式（自己

株式を除く。）の

総数に対する所有

株式数の割合

（％）

北電工取引先持株会 富山県富山市下大久保3158 348 4.16

株式会社北陸銀行 富山県富山市堤町通り１丁目2-26 331 3.96

北電工従業員持株会 富山県富山市下大久保3158 264 3.16

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)(注) 東京都港区浜松町２丁目11-3 256 3.06

株式会社北國銀行 石川県金沢市広岡２丁目12-6 218 2.61

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)(注) 東京都中央区晴海１丁目8-11 195 2.34

前田建設工業株式会社 東京都千代田区富士見２丁目10-2 164 1.97

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口5)(注) 東京都中央区晴海１丁目8-11 156 1.87

株式会社富山銀行 富山県高岡市守山町22 139 1.67

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口1)(注) 東京都中央区晴海１丁目8-11 121 1.45

計 － 2,197 26.23

（注）日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）、

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5）および日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口1）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数はそれぞれ256千株、194千株、156千株、および121千

株であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） （注）１ 普通株式 873,500 ― ―

完全議決権株式（その他） （注）２ 普通株式 8,312,700 83,127 ―

単元未満株式 （注）３ 普通株式 63,899 ― ―

発行済株式総数 9,250,099 ― ―

総株主の議決権 ― 83,127 ―

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の株式に係る議決権の数4個が含まれております。

３．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式15株が含まれております。

②【自己株式等】

2018年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

北陸電気工業株式会社
富山県富山市

下大久保３１５８番地
873,500 ― 873,500 9.44

計 ― 873,500 ― 873,500 9.44

（注）このほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有してない株式が200株（議決権の数2個）あ

ります。なお、当該株式数は「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の中に含まれております。

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 営業本部長 取締役
ＨＤＫマイクロデバイス㈱

代表取締役
野口高広 2018年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から

2018年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,937 5,876

受取手形及び売掛金 9,769 11,219

商品及び製品 1,158 1,207

仕掛品 2,601 2,634

原材料及び貯蔵品 2,755 2,317

その他 1,963 1,002

貸倒引当金 △15 △17

流動資産合計 27,169 24,241

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※２ 2,722 ※２ 2,670

機械装置及び運搬具（純額） ※２ 3,449 ※２ 3,454

土地 2,864 2,863

その他（純額） 342 356

有形固定資産合計 9,378 9,346

無形固定資産 199 230

投資その他の資産   

投資有価証券 1,350 1,408

繰延税金資産 1,511 1,493

その他 1,152 1,207

貸倒引当金 △122 △126

投資その他の資産合計 3,892 3,983

固定資産合計 13,470 13,560

資産合計 40,640 37,801
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,317 7,052

短期借入金 7,505 6,066

未払法人税等 132 153

賞与引当金 406 415

その他 1,184 1,331

流動負債合計 16,545 15,018

固定負債   

長期借入金 5,812 4,616

繰延税金負債 6 5

再評価に係る繰延税金負債 327 327

退職給付に係る負債 4,876 4,827

その他 453 587

固定負債合計 11,477 10,363

負債合計 28,023 25,381

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,200 5,200

資本剰余金 5,039 5,039

利益剰余金 2,682 2,645

自己株式 △1,150 △1,151

株主資本合計 11,770 11,733

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 173 226

土地再評価差額金 684 684

為替換算調整勘定 292 50

退職給付に係る調整累計額 △303 △275

その他の包括利益累計額合計 846 686

純資産合計 12,616 12,420

負債純資産合計 40,640 37,801
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

売上高 21,600 20,964

売上原価 18,553 18,189

売上総利益 3,047 2,775

販売費及び一般管理費 ※１ 2,474 ※１ 2,516

営業利益 573 258

営業外収益   

受取利息 29 35

受取配当金 38 42

為替差益 69 397

その他 50 69

営業外収益合計 187 545

営業外費用   

支払利息 41 47

損害賠償金 － 36

その他 39 37

営業外費用合計 80 120

経常利益 680 683

特別利益   

債務勘定整理益 76 －

固定資産売却益 13 0

関係会社整理益 79 －

保険解約返戻金 25 2

その他 1 －

特別利益合計 196 3

特別損失   

固定資産売却損 0 4

固定資産除却損 5 8

割増退職金 45 2

訴訟和解金 － 320

その他 0 0

特別損失合計 52 337

税金等調整前四半期純利益 824 349

法人税等 211 134

四半期純利益 612 215

親会社株主に帰属する四半期純利益 612 215
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

四半期純利益 612 215

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 55 53

為替換算調整勘定 18 △241

退職給付に係る調整額 14 28

その他の包括利益合計 89 △160

四半期包括利益 702 55

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 702 55
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 824 349

減価償却費 577 503

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 6

賞与引当金の増減額（△は減少） 2 8

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4 △49

受取利息及び受取配当金 △67 △78

支払利息 41 47

為替差損益（△は益） 183 △122

固定資産売却損益（△は益） △12 4

固定資産除却損 5 8

保険解約返戻金 － △2

割増退職金 45 2

訴訟和解金 － 320

損害賠償金 － 36

売上債権の増減額（△は増加） △2,576 △1,634

たな卸資産の増減額（△は増加） △831 229

仕入債務の増減額（△は減少） 1,669 △225

未収消費税等の増減額（△は増加） 334 459

その他 △113 722

小計 77 585

利息及び配当金の受取額 67 78

利息の支払額 △41 △46

法人税等の支払額 △174 △114

保険解約返戻金の受取額 － 2

割増退職金の支払額 △45 △2

訴訟和解金の支払額 － △210

営業活動によるキャッシュ・フロー △117 293

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △252 △411

固定資産の売却による収入 344 10

投資有価証券の取得による支出 △9 △0

貸付けによる支出 － △28

貸付金の回収による収入 3 9

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出
△66 －

定期預金の純増減額（△は増加） 80 △54

その他 △55 △32

投資活動によるキャッシュ・フロー 42 △509
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,156 △1,226

長期借入金の返済による支出 △1,395 △1,408

リース債務の返済による支出 △56 △65

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △251 △251

財務活動によるキャッシュ・フロー 451 △2,952

現金及び現金同等物に係る換算差額 △201 57

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 175 △3,110

現金及び現金同等物の期首残高 4,610 7,836

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 4,786 ※１ 4,725

 

EDINET提出書類

北陸電気工業株式会社(E01817)

四半期報告書

13/19



【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度

（2018年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（2018年９月30日）

従業員 2百万円 従業員 2百万円

計 2 計 2

 

※２　圧縮記帳額

国庫補助金等により固定資産の取得金額から控除している圧縮記帳額は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2018年３月31日）

当第２四半期連結会計期間

（2018年９月30日）

建物及び構築物 68百万円 68百万円

機械装置及び運搬具 215 215

計 283 283

 

EDINET提出書類

北陸電気工業株式会社(E01817)

四半期報告書

14/19



（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

　前第２四半期連結累計期間

（自 2017年４月１日

　　至 2017年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間

（自 2018年４月１日

　　至 2018年９月30日）

従業員給与・手当・賞与 1,283百万円 1,301百万円

貸倒引当金繰入額 △1 1

賞与引当金繰入額 116 167

退職給付費用 62 63

減価償却費 97 79

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 

前第２四半期連結累計期間

（自 2017年４月１日

至 2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自 2018年４月１日

至 2018年９月30日）

現金及び預金勘定 5,906百万円 5,876百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,120 △1,151

現金及び現金同等物 4,786 4,725

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月29日

定時株主総会
普通株式 251 3.00 2017年３月31日 2017年６月30日 利益剰余金

（注）　2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の株式併合を行っております。「１株当たり配当額」につきまし

ては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり配

当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月10日

取締役会
普通株式 251 30.00 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 電子部品

金型・

機械設備
計

売上高        

外部顧客への売上高 21,118 296 21,414 186 21,600 － 21,600

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 167 167 62 229 △229 －

計 21,118 463 21,581 248 21,830 △229 21,600

セグメント利益 1,046 4 1,051 50 1,101 △528 573

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品仕入（㈱大泉製作

所製品）及び不動産・保険代理業に係る事業であります。

２．セグメント利益の調整額△528百万円には、セグメント間取引消去36百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△565百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結

損益計算書

計上額

（注３）
 電子部品

金型・

機械設備
計

売上高        

外部顧客への売上高 20,457 329 20,787 177 20,964 － 20,964

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 141 141 69 210 △210 －

計 20,457 471 20,929 246 21,175 △210 20,964

セグメント利益 698 29 727 56 783 △525 258

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品仕入（㈱大泉製作

所製品）及び不動産・保険代理業に係る事業であります。

２．セグメント利益の調整額△525百万円には、セグメント間取引消去26百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△551百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日

至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 73円16銭 25円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 612 215

普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（百万円）
612 215

普通株式の期中平均株式数（千株） 8,378 8,376

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2017年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年11月９日

北陸電気工業株式会社

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 泉　　　淳　一　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 齋　藤　　　哲　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北陸電気工業株

式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北陸電気工業株式会社及び連結子会社の2018年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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